
       令和３年度発掘調査が終了しました！   
110 次調査の主な成果 

□ 掘立柱建物が見つかりました（遺構番号 SB008・SB009） 
□ 墨書土器等が出土しました 
□ ～番外編～ 古墳時代の超大型の竪穴建物が見つかりました（遺構番号 SI013）   今後出土遺物を洗浄して観察し、周辺の調査状況や全国的な事例と比較して詳しく検討
する必要がありますが、現時点での考察等について順次紹介していきます（裏面）。               
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掘立柱建物が見つかりました！  
○8・9トレンチに跨って円形の穴が多数確認され、ほぼ等間隔で規則的に配置されており、掘立   柱建物の跡と考えられます。 
○８・９トレンチの写真・図を下に掲載しました。 
○破線又は網掛けの○は、柱掘方

ほりかた

（柱を埋めるために掘った穴）の位置を、直線は柱の芯と芯を   結んだ線になり、実際の建物の規模を表しています。 
○建物の壁となる外側部分にしか柱がない「側柱

がわばしら

」構造で、全面的に束柱が並ぶ「総柱
そうばしら

」構造  の正倉建物とは異なります。 
○類似する建物は、官衙域の東側（22次）、正倉院の南西側（49次）等で確認されており、それ  ぞれ舘たち・厨くりや、正倉院の管理棟などの役割が考えられています。 
○古墳時代後期（約 1500 年前）の竪穴建物（住居）の上に建てられているので、それよりも新  しい時代の建物です。それ以上の詳しい時代を示す根拠はありませんが、これまでの調査事例   から中世（鎌倉時代以降）まで下るものではありません。 
○正倉院の中であるので正倉院の管理棟、或いは、律令制度が崩れ正倉院が縮小した段階でこの  場所に侵入してきた官衙関連の建物と考えられます。       

ここの黒い土は、古墳時代後期
（約 1500 前）の竪穴建物 

（灰色の網掛けは官衙以外の遺構を

表していいます）  

掘立柱建物008 
桁行（建物の長軸方向）： 

4 間（柱が 5本）10.0m 

梁行（短軸）：2又は 3間(推定) 
008 の柱間寸法（柱の芯-芯の距
離）は平均 2.5m で、正倉建物の
約 1.8m とは異なる 

建物の方向（軸）は、これまで
見つかった正倉とほぼ一致。 
黄色い土は地山 柱掘方は粗い砂を含んだ暗い灰
黄色の土で、周りとは異なる土 

（写真だと非常～に分かり難いです

が…） 

掘立柱建物009 
規模（桁行・梁行）不明、 

柱間寸法は平均 3.0m この部分に柱穴が確認できなか
ったため、側柱構造と判明 

薄い○は柱穴
の推定位置 薄い○は柱穴

の推定位置 
恒川まいにち見学会！ 

恒川官衙遺跡の発掘調査では、毎日現場のよ
うすを直接ご覧いただけます。お気軽にお立
ち寄りください。 
・平日 10時～15時 
・土日祝祭日・年末年始・雨天等休み 
・現地で調査員が直接解説します。 
なお、調査の都合により、立入りをご遠慮願
う場合もございます。 
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